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■ はじめに 
近年，電気自動車（EV）の需要増加に従い，EVに関す

る開発が徐々に増えている．モータは一般に，EVの動力
源としてはたらくため，モータの性能は直接的にEVの性
能に影響を及ぼす．そして，モータの性能を左右する要
因の一つは，熱を如何に逃がすかという点にある．すなわ
ち， EVモータの内部流れの流動から設計方案あるいは
放熱対策を得るには課題がある．しかしながら，モータ内
部の熱流動特性に関する知見は乏しく，特にロータ-ステ
ータ間（ギャップ）の流動については未だ詳細に把握され
ていない．そこで，本研究では回転二重円筒装置を用い，
ギャップ内流動の可視化手法の確立と，回転数などのパ
ラメータが流動へ与える影響を調べる． 

 
■ 活動内容 
１．二重円筒間のギャップ内における流動の可視化 
本研究の実験装置を図１に示す．ギャップの微小隙間

（2 mm）内の可視化手法を検討するため，径240 mmのス
テータ及び径216 mmのロータの間に水を入れ，空気を少
し残した状態で内円筒を回し，そのギャップ内の流動をバ
ックライト法により撮影した．この際，マイクロチャネルの可
視化手法[1]を参考にして，焦点距離が205 mm と長く588
倍の倍率で撮影が可能な，超長作動顕微鏡レンズ
（UWZ200）を用いることでギャップ内流動の可視化に成
功した．ギャップ内流動の可視化結果を図 2に示す．図 
2の可視化画像を見ると，観測位置 1，2，3では，ギャップ
内の流動が可視化できていることが確認された．低回転
数の時，ロータ表面に付着した気泡はギャップ内の流れ
にのって動いた．さらに，回転数の増加に伴いロータ表面
に付着した気泡数が減少し，液体内運動する気泡数が増
加した．気泡が左右に揺れる様子を確認された．  

 
２．ギャップ内のPIV計測 
 速度場をPIVにより計測するため，λ＝532 nmのレーザ
ー光線で蛍光発光する蛍光粒子の挙動を撮影する必要
がある．蛍光粒子の画像を図 2に示す．観測位置 1，2，
4に蛍光粒子が低回転数の時，画面中に現れる蛍光粒子
の数が少なく，頻度も低い．回転数の増加に伴い，現れる
蛍光粒子の数が多くなり，頻度も高くなることが確認され
た． 
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図 1 可視化設備及び観測位置 

 
     図 2 ギャップ内の流れの可視化 
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可視化手法 
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